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	プレゼンテーション用 原稿スクリプト
テーマ：市場比較（粘度コントローラー ダイアフラムポンプ式 vs ヨーロッパ式）｜
想定所要時間：約4〜5分



	1枚目：表紙（所要時間目安：約30秒）

	本日はお時間をいただき、誠にありがとうございます。
これより、「粘度コントローラーの市場比較：ダイアフラムポンプ式 vs ヨーロッパ式」についてご説明いたします。
印刷現場における粘度管理システムの変遷と、なぜ現在ダイアフラムポンプ式が主流となっているのか、技術面と経済面の両方から分かりやすくお話しします。



	2枚目：歴史的背景と市場シェア（所要時間目安：約1分）

	まずは、歴史的背景と現在の市場シェアについてです。
1990年以前、日本国内ではヨーロッパ式の粘度コントローラーのみが流通していましたが、普及率は非常に低い状態でした。
転機となったのは1990年代です。日本のメーカーが一体型のダイアフラムポンプ式を開発したことで状況が一変し、現在では日本国内の市場普及率は95%を超えています。
さらに2000年代以降、日本の印刷技術の高評価とともにアジア全域へ拡大し、現在ではアジアの主要国で80%以上の圧倒的なシェアを獲得しています。なお、インドやパキスタンなど一部地域では、歴史的・立地的な背景から現在もヨーロッパ式が50〜60%のシェアを維持しています。



	3枚目：ダイアフラムポンプ式が圧倒的多数を占めた5つの理由（所要時間目安：約1分15秒）

	では、なぜ日本発祥のダイアフラムポンプ式がこれほど普及したのでしょうか。理由は大きく5つあります。
1つ目は「簡単な導入」です。既存のインク循環ポンプと置き換えるだけで、簡単にシステムを構築できました。
2つ目は「優れたメンテナンス性」です。印刷機に直接据え付けるヨーロッパ式と異なり、ポータブルな一体型構造のため、取り外しやメーカーへの返送修理が容易です。
3つ目は「圧倒的な経済性」です。初期投資費用がヨーロッパ式の約半額と非常に安価で、高い費用対効果を実現しました。
4つ目は「十分な測定精度」で、日本の厳しい高品質な印刷要求を十分に満たしています。
そして5つ目が「迅速な国内アフターサービス」です。国産であるため、輸入品であるヨーロッパ式に比べてスペアパーツの納期が圧倒的に短く、トラブル時も迅速に対応できました。

	4枚目：技術的考察：洗浄の重要性と価値提供（所要時間目安：約1分）

	次に、技術的な観点から「洗浄の重要性」についてお話しします。
正確な粘度管理を続けるための絶対条件は、インクや接着剤の流路を常に清潔に保ち、ポンプの攪拌能力を落とさないことです。
従来のヨーロッパ式は、循環ポンプを顧客自身で用意することを前提としており、軟包装業界特有の「インクや接着剤が急速に乾燥して固まる」というリスクに対する洗浄設計が不足している傾向がありました。また、海外製の安価なコピー品や旧式モデルも、洗浄不足による故障や精度不安定に悩まされてきました。
これに対し、私たちViscon Japanは特許技術である「TURBO WASH」や「スマート注油システム」を開発し、こうした構造的な課題を根本から解決しています。



	5枚目：特性対比表と日本販売仕様の補足（所要時間目安：約45秒）

	最後に、両者の特性をまとめた比較表をご覧ください。
「循環・攪拌」「流路の洗浄方法」「導入コスト・修理」のすべてにおいて、ダイアフラムポンプ式が日本の現場環境に最適化されていることがお分かりいただけると思います。
なお、補足となりますが、現在日本国内で販売されているヨーロッパ式の粘度コントローラーについても、日本の現場ニーズに合わせる形で、スライドの写真のようにポンプなどを組み合わせた一体型ユニットとして販売されています。
以上で、粘度コントローラーの市場比較に関する説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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